


























校理事会によって承認され、1918（大正 6）年 4 月、顧問に小西重直、長田新、
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(1)  澤柳政太郎『実際的教育学』1909（明治 41）年。『澤柳政太郎全集』（以下「全集」）
第 1 巻（国士社、1975 年）、45 ～ 46 頁。傍点は引用者。
(2)  澤柳政太郎「この問題は暫らくお預りとせよ」『教育界』第 13 巻第 9 号（1914（大
正 3）年 7 月）、「全集」第 3 巻、222 頁。
(3)  澤柳政太郎「小学教育の改造」『教育問題研究』第 1 号（1920（大正 9）年 4 月）、「全
集」第 4 巻、162 頁。5 ～ 6 頁
(4)  同上、「全集」第 4 巻、164 頁。
(5)  小宮資料「小学校の設立経緯」大正 8 年 1 月 19 日（日）の項。『成城学園百年史紀要』
第二号 55 頁にも翻刻されている。そこでは「芸術」となっているが、61 頁の注 24 に
あるとおり「算術」の誤りであろう。
(6)  成城小学校研究叢書全 16 編のタイトルは、以下の通り。
	 第 1 編　児童語彙の研究　澤柳政太郎、田中末広、長田新
	 第 2 編　算術教育革新論　佐藤武
	 第 3 編　算術新教授法の理論及実際　佐藤武
	 第 4 編　国語読本の批評　澤柳以下 9 名
	 第 5 編　児童心理に立脚したる最新理科教授　諸見里朝賢
	 第 6 編　玩具による理科教授　平田巧
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	 第 7 編　お噺の新研究　奥野庄太郎
	 第 8 編　児童中心主義の教育　成城小学校
	 第 9 編　読方教授の革新　奥野庄太郎、諸見里朝賢
	 第 10 編　低学年理科教育の理想と実際
	 第 11 編　尋一教育の実際　山本徳行
	 第 12 編　読方指導の原理及実際　奥野庄太郎
	 第 13 編　新入児童語彙の調査　鳴浜小学校
	 第 14 編　低学年教育の新研究　藤井利亀雄
	 第 15 編　図画手工の教育　稲森縫之助
	 第 16 編　読方学習の新研究　奥野庄太郎























時代）」（成城学園百年史編纂委員会『成城学園百年史紀要』第 5 号、2019 年 3 月、75
～ 97 頁）を参照のこと。
(8)  井野川潔、川合章編『日本教育運動史』１、三一書房、1960 年、127 ～ 128 頁
(9)  「教育問題研究会会則」




(11)  澤柳政太郎編『現代教育の警鐘』6 頁。
(12)  三浦藤作「閑話」『帝国教育』第 459 号、107 頁、1920（大正 9）年 10 月、傍点ママ。
(13)  同上
(14)  澤柳「成城小学校と教育の研究」『教育問題研究』第 10 号、1921（大正 10）年 1 月、
69 頁、大正 10 年 1 月、「全集」第 4 巻所収
(15)  同上
(16)  澤柳前掲注 (3)、8 ～ 9 頁、大正 9 年 4 月
(17)  澤柳前掲注 (4)、69 ～ 70 頁
(18)  澤柳政太郎「問題のつかまえ方と研究の方法」『教育問題研究』第 3 号、大正 9 年 6 月、
6 頁
(19)  同上
(20)  前掲 7 頁
(21)  前掲 8 頁
(22)  同上
(23)  前掲 6 頁
(24)  柳田謙十郎「教育雑誌界の側面観」『帝国教育』第 464 号、大正 10 年 3 月、90 頁
(25)  澤柳政太郎「ベルリンにて」『教育問題研究』第 26 号、大正 11 年 5 月、5 頁
(26)  河野照治「同人の道」『教育問題研究』第 61 号、大正 14 年 4 月
(27)  家永三郎『一歴史学者のあゆみ』岩波文庫、2003 年、28 頁。文中「先生」は、家
永たちのクラス担任だった岡野太郎。青山師範の出身であったと家永が紹介している。












(36)  小野誠悟「高く遍きものゝ前に」『教育問題研究』第 96 号、昭和 3 年 3 月、44 頁
(37)  山下徳治「澤柳先生の死を悼み、成城小学校創設の根本精神を憶ふ」『教育問題研究』
第 96 号、昭和 3 年 3 月、13 頁
(38)  山下徳治「我が国における成城教育の意義」『教育文化史』174 頁
(39)  同上 176 頁
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(40)  島田正蔵「成城教育を論ず」『教育問題研究・全人』第 87 号、昭和 8 年 9 月、13
～ 14 頁
(41)  前掲 15 頁
(42)  新田貴代『澤柳政太郎』成城学園研究双書１、1971 年
(43)  新田義之「澤柳政太郎の伝記の幾つかをめぐって」『成城学園百年史紀要』第 2 号、
2016 年 3 月、15 頁
(44)  新田貴代前掲『澤柳政太郎』および新田貴代「教育研究の課題と将来―沢柳政太
郎を中心として―」（成城学園沢柳研究会『澤柳研究』第 4 号、1971（昭和 46）年 8 月）
(45)  「山本徳行氏書簡」前掲『沢柳研究』第 8 号、1972（昭和 47）年 5 月、11 ～ 12 頁
